
 

国有林内で事業を実施する事業主の皆様へ 

 

労働災害防止に向けた取組をお願いします 
 

国有林野事業において、 

①１月７日に立木販売箇所で同僚が木材グラップル機により木寄せした際、

伐根から約１ｍ離れた箇所に待機していた被災者の左腹部に木材グラッ

プル機のアタッチメントが当たり受災したと推定される死亡災害 

②翌８日に生産請負事業箇所で伐倒作業中に伐倒木の下敷きになり受災

したと推定される死亡災害 

が発生しました。 

今年度の死亡災害８件（前年同期４件、対前年度比 200％）のうち５件が

立木販売で発生し、そのうち４件が下請事業者によるものとなっています。 

国有林野事業においては、「第１４次労働災害防止計画」及び「森林・林

業基本計画」等を踏まえつつ、あらゆる機会を通じて労働災害の防止に向け

た取組を進めているところですが、死亡災害とともに、休業日数４日以上の

労働災害についても 12 月末時点で 69 件（前年同期 72 件、対前年度比

96％）発生している状況であり、冬期で作業条件がより厳しくなる中、極めて

憂慮すべき状況であると考えています。 

こうした状況は、発注者・契約者の立場から労働災害防止を図るうえで

由々しき事態であると認識しているところです。事業主の皆様におかれまして

は、労働安全衛生に関する諸法令及び諸通達に示す指導事項について改

めて認識いただくとともに、労働災害による犠牲者を出さないという強い決意

のもと、安全衛生活動を今一度総点検いただき、あわせて作業員に対して基

本的事項等について周知徹底し、労働災害の防止に努めていただくようお願

いいたします。 

また、立木販売において、買受者が下請事業者に作業の委託等を行う

場合で死亡災害が多発していることから、事業者へ労働安全衛生に関する

諸法令等の遵守の徹底が図られるよう周知をお願いするとともに、事業者へ

の注意喚起事項が現場作業員まで周知・徹底されるようお願い申し上げま

す。 

 

令和７年１月 

林野庁 国有林野部 業務課長 
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令和６年度　請負事業等における重大災害の発生状況
令和７年１月15日現在

1 ①
九州局

屋久島署
立木販売

（林道支障木）
R6.4.5（金） 男 61

トラック積込
み作業

　（２次下請け）
　スギ丸太をグラップル付きフォワーダからトラックへ積み込む作業を終えた被災者が、荷締め
を行うための確認作業中に、何らかの原因でスギ丸太がトラックから滑落して胸部を強く打ち受
災。

- ②
東北局
津軽署

立木販売
（薪炭共用林野）

R6.6.15（土） 男 63 伐倒作業

　（１次下請け、 事業主（一人親方）による災害）
　一人作業により薪炭用原木（ミズナラ）の伐倒作業を行っていた被災者（事業主）が、重心が
傾いていたミズナラをグラップルで支えて伐採したところ倒れなかったことから、グラップルを操
作するためにキャビンへ乗り込もうとした際に、何らかの原因により、ミズナラの伐倒方向が約
90°回転して倒れ、被災者の左側面を強打し受災。

2 ③
九州局
宮崎署

立木販売 R6.7.29（月） 男 69 伐倒作業
　主伐の作業現場において、同僚が伐倒した伐倒木（ヒノキ）が、下方で伐倒作業を行っていた
被災者の左脇腹付近に当たり受災。

3 ④
関東局
静岡署

立木販売 R6.10.21（月） 男 61 伐倒作業
（１次下請け）
　伐倒作業の際、伐倒木（スギ）を伐倒したところ、隣接していた枯損木（クリ）がつるがらみのた
めに引っ張られて根元から倒れ、被災者に覆いかぶさるような状態になり受災。

4 ⑤
九州局
宮崎署

造林（誘導伐
（一貫作業））

R6.10.28（月） 男 38 造材作業
　同僚が伐倒した伐倒木（スギ）が、伐倒直後に斜面を滑り落ち、斜面下方の林道に進入してい
た木材グラップル機のキャビンに突き刺さり、被災者に激突し受災。

5 ⑥
中部局

南木曽支署
造林

（育成受光伐）
R6.11.20（水） 男 60 伐倒作業

　被災者が前日にナラを伐倒したところヒノキＡに当たり、ヒノキＡが幹折れして、折れた部分が
空中にある状態でコシアブラとヒノキＢにかかり木となっていた。被災者は、かかられた木を伐
倒してかかり木を外そうとコシアブラに受け口を入れたところ、受け口部分からコシアブラが折
れ、コシアブラとヒノキＢから外れた幹折れしたヒノキＡの上部が被災者の腰部に落下して受
災。

6 -
北海道局
渡島署

立木販売 R7.1.7（火） 男 51 伐倒作業
（１次下請け）
（調査中）同僚が木材グラップル機により木寄せした際、伐根から約１ｍ離れた箇所に待機して
いた被災者の左腹部に木材グラップル機のアタッチメントが当たり受災。

7 -
北海道局

網走中部署
生産 R7.1.8（水） 男 75 伐倒作業 （調査中）伐倒作業中に伐倒木の下敷きになり受災。

　注：関係機関との調整が未了の内容が含まれる。

休業日数４日以上の労働災害の発生状況
                                                令和６年12月31日現在

   ３： 森林整備事業の活用型や誘導伐に関連する災害は令和４年度より生産事業に分類している。

注１： （）は重大災害件数（内数）である。
   ２： 上記に含まれていないが、事業主の重大災害（死亡災害）が、令和６年度に東北森林管理局の立木販売（伐倒作業）において１件発生している。

概要（推定）従事作業No. 性別 年齢局・署 事業の種類 発生日
見取り
図等No.

44 (3) 10 4 10 (1) 0 10 0 78 (4)
 12月末現在 41 (3) 10 4 10 (1) 0 7 0 72 (4)

32 (2) 11 1 9 1 15 (3) 0 69 (5)

治山 その他 立木販売 樹木採取権 計

令和６年度（12月末現在）

生産 造林 林道
令和５年度
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災害発生箇所写真

1.2m

トラック（１０ｔ）

フォワーダ（４ｔ）

1.4m

1.9m

1.0m

2.3m

滑落したスギ丸太

被災者

① 【R6.4.5（金）発生】　九州局・屋久島署（立木販売（林道支障木））
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災害発生見取り図
青森県西津軽郡深浦町大字風合瀬字砂子川国有林3009り2林小班

災害現場の傾斜：平坦

フォワーダ

グラップル

保護帽

造材した丸太

受け口から想定される伐倒方向

＜凡例＞

チェーンソー

燃料タンク

生立木

伐 根

作業道
（終点）

伐倒木
胸高直径 18cm
材長 13.8m

発見時の被災者

グラップルと
擦れた痕跡

※ 弁当、チェーンソー、保護帽の位置は
警察からの聞き取りによる

伐倒木の伐根
径22cm

5.7m

被災場所（推定）

② 【 発生】
　
　（ ）
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災害発生箇所見取り図
（小林市須木 夏木国有林2030り林小班）

伐倒木
樹高23m
胸高直径26㎝

約45度

くさび・斧

元口から被災者
まで18m

伐根径最大34㎝

被災者

最大傾斜24度

伐根から元口まで約50㎝

実際の伐倒方向

予定していた
伐倒方向

③ 【R6.7.29（月）発生】
　九州局・宮崎署（ ）
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【平面図】

【断面図】

伐
倒
方
向

倒木したクリ枯損木

スギ伐倒木伐根

クリ枯損木①(D:18cm.H:9ｍ)

クリ枯損木②(D:16cm.H:11ｍ)

クリ枯損木③
(D:12cm.H:11ｍ)

ﾁｪｰﾝｿｰ

被災者ﾘｭｯｸ

ツルツル

被災者
約1.0ｍ

クサビ

スギ全幹集積場所

約2.2ｍ

約11ｍ 傾斜10°未満

スギ立木(D:38cm.H:19ｍ)

被災者

伐倒木

災害発生箇所見取り図
静岡県駿東郡小山町新柴 猪鼻山国有林555林班い小班

伐採区域外

倒木前のクリ枯損木

スギ伐倒木

④ 【R6.10.21（月）発生】
　関東局・静岡署（ ）
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災害見取り図
（小林市須木 柚園国有林2110い林小班）

くさび・斧

伐倒木
樹高：不明（元口からの長さ18m、

滑落時の衝撃で梢端部は折損）
胸高直径：36cm

約66m

林道

（斜面下部）

（斜面上部）

伐倒方向

最大傾斜30度

⑤ 【R6.10.28（月）発生】

　九州局・宮崎署
　造林（誘導伐（一貫作業））
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傾斜約４０度

災害発⽣箇所 ⾒取り図 （断⾯図）
⽊曽郡南⽊曽町 柿其国有林 78林班い⼩班

コシアブラ
（D24㎝：H15ｍ）

ヒノキＢ
（D10㎝：H9ｍ）

被災者

ナラ
（D36㎝：H18ｍ）

幹折れした
ヒノキA
（根元側）

幹折れしたヒノキA （上部）
（D28㎝：H16ｍ）

コシアブラ伐根

⑥ 【R6.11.20（水）発生】
　中部局・南木曽支署
　（造林（育成受光伐））
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